COBOLの基本問題
これらの問題がCOBOLの基本となります。何度も解いて確実に書けるようにしましょう。
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１　次のような入力データを記憶するための入力領域を定義しなさい。

	商品コード

SCODE

数字4桁
	商品名
SNAME

文字10桁


　・入力ファイル名「IN-FILE」

　・入力レコード名「IN-REC」
	FD IN-FILE.

	

	

	


２　次のような入力データを記憶するための入力領域を定義しなさい。

	商品コード

SCODE

99999
	商品名
SNAME

XXXXXXXX
	単価
STANKA

999


　・入力ファイル名「IN-F」

　・入力レコード名「IN-R」
	

	

	

	

	


３　次のような出力形式で見出しを出力するための作業領域を定義しなさい。

	△△△売上成績一覧表

	△△社員番号△△△社員名△△△売上一覧


WORKING-STORAGE SECTION.

01 OMIDASHI.


02 PIC X(3) VALUE （１）.


02 PIC X(14) VALUE "売上成績一覧表".

01 MIDASHI.


02　（２）　VALUE SPACE.


02 PIC X(8) VALUE "社員番号".


02 PIC X(3)　（３）.


02 PIC X(6) VALUE "社員名".


02 PIC X(3) VALUE SPACE.


02 （４）.
	（１）
	

	（２）
	

	（３）
	

	（４）
	


４　次のような出力形式で見出しを出力するための作業領域を定義しなさい。

	△△社員番号△△△社員名△△△売上数△△売上額


WORKING-STORAGE SECTION.

01 MIDASHI.


02 （１）.


02 PIC X(8) VALUE "社員番号".


02 PIC X(3) （２）.


02 PIC X(6) VALUE "社員名".


02 PIC X(3) VALUE SPACE.


02 （３）.


02 （４）.


02 PIC X(6) VALUE "売上額".

	（１）
	

	（２）
	

	（３）
	

	（４）
	


５　次のような独立項目を定義しなさい。

	（１）GOUKEIという数字項目4桁を定義する

	

	（２）GOUKEIという数字項目4桁を初期値０として定義する

	答１　 

	答２　 

	（３）NAMAEという文字項目6桁を定義する

	

	（４）NAMAEという文字項目10桁を初期値空白として定義する

	答１　  

	答２　  

	（５）E-FLGという文字項目1桁を初期値”Ｎ”として定義する

	

	（６）E-FLGという数字項目1桁を初期値１として定義する

	


	６　入力ファイルとして（IN-F）を、出力ファイルとして（OUT-F）を開く命令文を答えなさい。

	

	７　入力ファイルとして（NYURYOKU）を、出力ファイルとして（SYUTURYOKU）を開く命令文を答えなさい。

	

	８　数字の１００をSUUJIという変数に記憶させる。

	

	９　数字の１をSUUJIという変数に転記させる。

	

	10　文字の「Ｙ」をE-FLGという変数に記憶させる。

	

	11　数字の９をFLGに転記させる。

	

	12　変数GOUKEIの内容をM-GOUKEIに転記する。

	

	13　H-CODEをM-CODEに転記する。

	


	14　GOUKEI=GOUKEI+100を計算する

	

	15　GOUKEIに10をプラスする

	

	16　HEIKIN＝GOUKEI÷KENSUUを計算させる

	

	17　GOUKEIから100減らす

	

	18　TANKAにSURYOをかけた値をKINGAKUに代入する

	

	19　GOUKEIに100とSYOUKEIをプラスする

	

	20　KENSUに１をプラスする。その後、GOUKEIにKENSUをプラスする。

	

	

	21　入力ファイル（IN-F）を読む。データが終了したら文字の"N"を変数FLGに代入する。データがあるときはGOUKEIに１をプラスする。

	

	

	

	

	22　入力ファイル（URIAGE-FILE）を読む。データが終了したら文字の"YES"を変数E-FLGに代入する。データがあるときはURIAGEにURIをプラスする。またKENSUに1をプラスする。

	

	

	

	

	

	23　Ａが100を超えるまで、Ａ＝Ａ＋１という命令文を繰り返す。

	

	

	

	24　Ａが100になるまで、Ａ＝Ａ＋１という命令文を繰り返す。

	

	

	

	25　Ａが100を超えるまで、Ａ＝Ａ＋１という命令文と、Ｂ＝Ｂ＋Ａという命令文を繰り返す。

	

	

	

	


COBOLの基本問題　解答

１

	FD IN-FILE.

	01 IN-REC.

	
02 SCODE PIC 9(4).

	
02 SNAME PIC X(10).


２

	FD IN-F.

	01 IN-R.

	
02 SCODE PIC 9(5).

	
02 SNAME PIC X(8).

	
02 STANKA PIC 9(3).


３　次のような出力形式で見出しを出力するための作業領域を定義しなさい。

	△△△売上成績一覧表

	△△社員番号△△△社員名△△△売上一覧


WORKING-STORAGE SECTION.

01 OMIDASHI.


02 PIC X(3) VALUE SPACE.


02 PIC X(14) VALUE "売上成績一覧表".

01 MIDASHI.


02 PIC X(2) VALUE SPACE.


02 PIC X(8) VALUE "社員番号".


02 PIC X(3) VALUE SPACE.


02 PIC X(6) VALUE "社員名".


02 PIC X(3) VALUE SPACE.


02 PIC X(8) VALUE "売上一覧".

４　次のような出力形式で見出しを出力するための作業領域を定義しなさい。

	△△社員番号△△△社員名△△△売上数△△売上額


WORKING-STORAGE SECTION.

01 MIDASHI.


02 PIC X(2) VALUE SPACE.


02 PIC X(8) VALUE "社員番号".


02 PIC X(3) VALUE SPACE.


02 PIC X(6) VALUE "社員名".


02 PIC X(3) VALUE SPACE.


02 PIC X(6) VALUE "売上数".


02 PIC X(2) VALUE SPACE.


02 PIC X(6) VALUE "売上額".
５　次のような独立項目を定義しなさい。

	（１）01 GOUKEI PIC 9(4).

	（２）

	答１　  01 GOUKEI PIC 9(4) VALUE 0.

	答２　  01 GOUKEI PIC 9(4) VALUE ZERO.

	（３）01 NAMAE PIC X(6).

	（４）

	答１　  01 NAMAE PIC X(10) VALUE"△△△△△△△△△△".

	答２　  01 NAMAE PIC X(10) VALUE SPACE.

	（５）01 E-FLG PIC X VALUE "N".

	（６）01 E-FLG PIC 9 VALUE 1.

	６　　　OPEN INPUT IN-F OUTPUT OUT-F

	７　　　OPEN INPUT NYURYOKU OUTPUT SYUTURYOKU

	８　　　MOVE 100 TO SUUJI

	９　　　MOVE 1 TO SUUJI

	１０　　　MOVE "Y" TO E-FLG

	１１　　　MOVE 9 TO FLG

	１２　　　MOVE GOUKEI TO M-GOUKEI

	１３　　　MOVE H-CODE TO M-CODE


	１４　　COMPUTE GOUKEI = GOUKEI + 100

	１５　　COMPUTE GOUKEI = GOUKEI + 10

	１６　　COMPUTE HEIKIN = GOUKEI / KENSUU

	１７　　COMPUTE GOUKEI = GOUKEI - 100

	１８　　COMPUTE TANKA = SURYO * KINGAKU

	１９　　COMPUTE GOUKEI = GOUKEI + 100 + SYOUKEI

	２０　 

	COMPUTE KENSU = KENSU + 1

	COMPUTE GOUKEI = GOUKEI + KENSU


	２１

	READ IN-F

	  AT END MOVE "N" TO FLG

	  NOT AT END  COMPUTE GOUKEI = GOUKEI + 1

	END-READ

	２２

	READ IN-F

	  AT END MOVE "YES" TO E-FLG

	  NOT AT END COMPUTE URIAGE = URIAGE + URI

	  COMPUTE KENSU = KENSU + 1

	END-READ

	

	２３

	PERFORM UNTIL A > 100

	
COMPUTE A = A + 1

	END-PERFORM

	２４

	PERFORM UNTIL A = 100

	
COMPUTE A = A + 1

	END-PERFORM

	２５ 

	PERFORM UNTIL A > 100

	
COMPUTE A = A + 1

	
COMPUTE B = B + A

	END-PERFORM
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